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〔開会 午前１０時００分〕 

 

◎ 開会・開議宣告 

○議長（能登谷正人君） ただ今の出席議員は 15名です。 

 よって、定足数に達しておりますので、本日の会議は成立いたしました。 

これより平成 29 年 10 月２日招集、八雲町議会第５回臨時会を開会いたします。 

ただちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

◎ 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（能登谷正人君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員に岡島敬君と岡田修明君を指名いたします。 

 

◎ 日程第２ 会期の決定 

○議長（能登谷正人君） 日程第２ 会期の決定を議題といたします。 

お諮りいたします。本臨時会の会期を本日１日とすることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（能登谷正人君） ご異議がありませんので、本臨時会の会期は本日１日と決定い

たしました。 

 

◎ 諸般の報告 

○議長（能登谷正人君） これより局長に諸般の報告をさせます。 

○議会事務局長（山田耕三君） ご報告いたします。本臨時会に対し町長から提出された

案件は、既に配布しております議案１件であります。これら議案等の説明のため町長、監

査委員及びあらかじめ委任または嘱託を受けた説明員の出席を求めております。 

本日の会議に、赤井睦美議員欠席する旨の届出がございます。 

以上でございます。 

 

◎ 日程第３ 議案第１号 

○議長（能登谷正人君） 日程第３ 議案第１号平成 29 年度八雲町一般会計補正予算（第

６号）を議題といたします。 

提出者の説明を求めます。 

○財務課長（鈴木敏秋君） 議長、財務課長。 

○議長（能登谷正人君） 財務課長。 

○財務課長（鈴木敏秋君） おはようございます。議案第１号平成 29 年度八雲町一般会計

補正予算（第６号）について説明いたします。議案書１ページであります。 

 この度の補正は歳入歳出予算の補正であります。歳入歳出予算の補正は、歳入歳出それ
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ぞれに 2,344 万 8,000 円を追加し、歳入歳出予算の総額を 140 億 7,899 万 2,000 円にしよ

うとするものであり、衆議院議員選挙費外２件の追加の補正であります。 

 それでは、事項別明細書により歳出から説明いたします。議案書の７ページであります。

２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費 21 万円の追加は、去る９月 13 日熊石地域

において発生した行方不明者１名の捜索にかかわり、その捜索区域が山間部であったため、

ヒグマと遭遇する危険性があったことから猟友会八雲支部に護衛を依頼し、７名の方から

ご協力をいただいたことから、その謝金について計上するものであります。 

13 目災害対策費 325 万 8,000 円の追加は、９月 17 日から 18 日にかけて渡島半島に上陸

した台風 18 号に係り住民避難所の開設に要した経費であります。 

台風 18号の渡島半島上陸に係る八雲町の対応被災状況については概要説明書２ページを

ご覧願います。はじめに被害状況でありますが、強風により農業においてはデントコーン、

水稲の倒伏。水産業関係においては４億円を超える被害額で、ホタテ及びその養殖施設、

鮭定置網、北海道管理の漁港施設に被害が発生し、また降雨により富咲地区の町道の法面

の崩落があったものであります。住民避難への対応については９月 17 日の渡島半島上陸通

過の予報に際し、同日 16 時から住民避難所を開設することとし、結果として 14 箇所を翌

18 日 13 時 30 分まで開設し、38 名の避難者を収容したところであります。予算の追加はこ

の避難所の開設に係る経費で、議案書７ページにお戻りいただき、具体的には 17 日から 18

日にかけての食料費、停電に備え発電機を用意し、その燃料費、使用した災害用毛布のク

リーニング代、対応にあたった職員に対する人件費であり、節説明欄の通りであります。 

 ２款総務費、４項選挙費、３目衆議院議員選挙費 1,998 万円の追加は、第 48回衆議院議

員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査に係る経費であります。先の９月 28 日の第 194 回

臨時国会における衆議院の解散を受け、10月 10日公示、10 月 22 日投票日に決定となった

ことから、その選挙事務経費について１節報酬から次の９ページ 18節備品購入費まで各節

説明欄のとおり計上するものであります。 

 以上、補正する歳出の合計は 2,344 万 8,000 円の追加であります。 

 続いて歳入であります。議案書５ページであります。10 款、１項、１目地方交付税 346

万 8,000 円の追加は、歳出で説明しました９月 13日発生の行方不明者捜索経費及び９月 17

日から 18 日にかけての台風 18 号通過に備えた避難所開設経費に対し特別交付税を計上し

ようとするもので、歳出と同額であります。 

15 款道支出金、３項委託金、１目総務費委託金 1,998 万円の追加は、歳出で説明しまし

た衆議院議員選挙経費に係る委託金で歳出と同額であります。 

 以上、補正する歳入の合計は歳出と同額の 2,344 万 8,000 円の追加であります。 

 以上で議案第１号 29年度八雲町一般会計補正予算（第６号）の説明といたします。よろ

しくお願いいたします。 

○議長（能登谷正人君） 説明が終わりました。 

これより質疑に入ります。質疑はございませんか。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 
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○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） 議案書６ページのですね、衆議院議員選挙委託金のことについて

お伺いしますけれど。これは過去の衆議院選挙にかかった費用なんかを見込んで国の方で

もこの金額を設定してきているのでしょうか。というのは、費用が実際に係らなかったら

返さなきゃいけない性格のものかどうか。そこをちょっと、お聞きしたいんですけれども。 

○総務課長（三澤 聡君） 議長、総務課長。 

○議長（能登谷正人君） 総務課長。 

○総務課長（三澤 聡君） おはようございます。今回の衆議院の議員選挙につきまして

は、投票立会人とか決まっているものはそのものの経費でございます。あとは時間外とか、

そういう部分は過去の経費を参考にしながら計上しているところでございます。この経費

につきましては、かかった分だけ後から国の方から来るということになります。以上です。 

○５番（三澤公雄君） 議長。 

○議長（能登谷正人君） 三澤君。 

○５番（三澤公雄君） かかった分だけということは、余ったら返さなきゃいけないとい

うことですか。というのは、節約すれば意味があると思ったことで提案したいことがある

んですけれども。そういう意味でかかったものしか国から来ないんだというのであれば、

節約の方法を言う必要がないなと思って。そこのところを。 

○総務課長（三澤 聡君） 議長、総務課長。 

○議長（能登谷正人君） 総務課長。 

○総務課長（三澤 聡君） 実績に基づいて国の方に報告して、そして、それに基づいて

国の方から来るということになりますので、ご了解願います。 

○５番（三澤公雄君） 分かりました。 

○議長（能登谷正人君） 他にございませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（能登谷正人君） 質疑終結と認めます。 

 これより討論を行います。討論はございませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（能登谷正人君） 討論なしと認めます。 

 これよりただちに本案を採決いたします。 

 お諮りいたします。本案を原案のとおり可決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（能登谷正人君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 

◎ 閉会宣告 

○議長（能登谷正人君） これをもちまして、本臨時会に付議を予定された案件は全て議

了いたしました。 



- 6 - 

 

 よって、平成 29年第５回八雲町議会臨時会を閉会いたします。 

 

〔閉会 午前１０時１１分〕 

  


